
　

ま
た
一
つ
、
宋
代
研
究
の
確
か
な
道
標
が
立

て
ら
れ
た
。李
裕
民
著『
宋
人
生
卒
行
年
考
』（
以

下
、『
行
年
考
』
と
略
称
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本

書
は
昌
彼
得
・
王
徳
毅
編
『
宋
人
伝
記
資
料
索

引（
１
）』（

以
下
、『
索
引
』
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
た

約
二
万
名
の
宋
人
の
う
ち
、
生
卒
年
の
記
載
の

な
い
も
の
、
ま
た
は
記
載
は
あ
っ
て
も
誤
り
の

含
ま
れ
る
も
の
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
計
千

七
百
余
名
の
生
卒
年
を
考
証
し
補
訂
し
た
労
作

で
あ
る
。
書
名
か
ら
は
論
文
集
で
あ
る
か
の
印

象
を
受
け
る
が
、
実
際
に
は
工
具
書
の
体
裁
を

採
る
。
全
体
を
五
巻
に
分
か
ち
、
姓
氏
の
画
数

に
よ
っ
て
配
列
し
、
末
尾
に
四
角
号
碼
に
よ
る

人
名
索
引
と
字
号
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本

編
は
、
ま
ず
補
訂
対
象
の
宋
人
が
『
索
引
』
の

何
冊
何
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
明
示
し
た

上
で
、
生
卒
年
を
明
記
す
る
。
そ
の
後
に
、
根

拠
と
な
る
資
料
を
示
し
考
証
の
過
程
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
各
條
は
、
も
っ
と
も
短
い
も
の

で
二
行
、
も
っ
と
も
長
い
も
の
で
二
頁
、
強
半

が
五
行
以
下
の
簡
潔
明
快
な
記
述
か
ら
な
る
。

　

著
者
の
李
裕
民
氏
は
現
在
、
陝
西
師
範
大
学

の
教
授
、『
行
年
考
』
の
ほ
か
に
、『
四
庫
提
要

訂
誤
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
、
増
訂
版
）、

『
宋
史
考
論
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
等

の
著
書
が
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
内
閣
文
庫
所

蔵
の
天
下
の
孤
本
『
増
広
司
馬
温
公
全
集
』
の

価
値
を
い
ち
早
く
見
出
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て

影
印
刊
行
す
る
（
佐
竹
靖
彦
氏
と
共
編
。
汲
古
書

院
、
一
九
九
三
年
）
一
方
、
中
国
に
お
い
て
も
、

こ
の
書
に
収
め
ら
れ
た
「
日
録
」
を
中
心
に
校

注
を
加
え
、『
司
馬
光
日
記
校
注
』
の
書
名
で

上
梓
さ
れ
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
四

年
）、
宋
史
研
究
者
の
注
目
を
大
い
に
集
め
た

こ
と
は
、
記
憶
に
な
お
新
し
い
。

　

評
者
（
内
山
）
の
専
攻
は
文
学
で
あ
り
、『
行

年
考
』
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
千
七
百
余
名
の
、

ご
く
一
部
の
詩
人
に
つ
い
て
し
か
関
連
の
知
識

を
も
た
な
い
。
そ
の
上
、
生
卒
年
の
考
証
を
し

た
経
験
に
も
乏
し
く
、
本
書
の
真
価
を
語
る
に

は
か
な
り
心
も
と
な
い
。
か
く
て
、
畏
友
鄧
子

勉
氏
の
力
を
拝
借
し
て
、
わ
が
身
に
課
せ
ら
れ

た
責
め
を
塞
ぐ
こ
と
と
し
た
。
鄧
氏
が
も
っ
と

も
得
意
と
す
る
分
野
は
詞
学
文
献
に
関
わ
る
研

究
で
あ
る（

２
）が

、
か
つ
て
三
千
二
百
名
の
宋
人
に

つ
い
て
、
そ
の
排
行
、
す
な
わ
ち
同
一
宗
族
の

同
世
代
に
お
け
る
出
生
次
序
を
考
察
し
た
『
宋

人
行
第
考
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
と

い
う
大
著
を
世
に
問
う
て
お
り
、
ま
こ
と
に
豊

か
な
考
証
の
実
体
験
を
も
っ
て
い
る
。よ
っ
て
、

『
行
年
考
』
の
真
価
を
量
る
の
に
、
彼
以
上
に

相
応
し
い
人
物
は
、
私
の
周
辺
に
は
い
な
い
。
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以
下
、
鄧
子
勉
氏
の
書
評
を
紙
幅
の
許
す
限
り

紹
介
す
る
。

■
『
行
年
考
』
の
訂
誤

　
『
索
引
』
は
、
我
々
が
宋
人
の
伝
記
を
調
べ

る
際
、
真
っ
先
に
繙
く
べ
き
基
本
的
な
工
具
書

で
あ
る
。
該
書
に
は
小
伝
も
掲
げ
ら
れ
、
生
卒

年
も
一
部
明
記
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、『
索
引
』

の
重
点
は
、
伝
主
に
関
わ
る
現
存
の
伝
記
資
料

名
を
列
記
し
、
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
り
、
生
卒
年
の
記
載
は
最
重
要
の
項
目

で
は
な
い
。
そ
の
せ
い
か
、
西
暦
換
算
や
事
実

誤
認
に
よ
る
ケ
ア
レ
ス
・
ミ
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ミ
ス
を
『
行
年
考
』
は
一
つ
一
つ
指

摘
し
、
修
正
を
加
え
て
い
る
。

　

西
暦
換
算
ミ
ス
の
代
表
例
と
し
て
は
、
北
宋

前
期
、
西
崑
派
詩
人
の
劉
筠
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ

ら
れ
る
。『
索
引
』
で
は
、「
九
七
〇
―
一
〇
三

〇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、「
九
七
一

―
一
〇
三
一
」
が
正
し
い
（
三
七
九
頁
）。

　

事
実
誤
認
の
例
と
し
て
は
、
梅
妻
鶴
子
に

よ
っ
て
名
高
い
林
逋
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。『
索
引
』
は
そ
の
享
年
を
七
十
二
と
し
、

「
九
五
七
―
一
○
二
八
」
と
す
る
が
、『
隆
平
集
』

や
『
東
都
事
略
』
等
、
北
宋
史
書
の
伝
で
は
、
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い
ず
れ
も
六
十
一
と
す
る
。『
行
年
考
』
で
は

享
年
六
十
一
歳
説
に
従
っ
て
、
生
年
を
九
六
八

に
改
め
て
い
る
（
一
三
三
頁
）。

　

こ
の
二
例
の
よ
う
に
比
較
的
容
易
に
修
正
を

加
え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、
北
宋
後
期
の
直
言
の
士
、
陳
瓘
（
字
了
翁
）

の
生
卒
年
に
は
、
従
来
諸
説
が
あ
り
、
李
裕
民

氏
は
『
行
年
考
』
最
多
の
字
数
を
割
き
、
二
頁

に
わ
た
っ
て
考
証
を
展
開
し
て
い
る
（
二
四
三

頁
）。『
行
年
考
』
は
、
ま
ず
『
索
引
』
の
「
一

〇
五
七
―
一
一
二
二
」
に
つ
い
て
、
生
年
は
正

し
い
が
、
没
年
が
誤
っ
て
い
る
と
す
る
。
と
同

時
に
、
陳
宣
子
『
陳
了
翁
年
譜
』
に
い
う
「
宣

和
二
年
二
月
」
説
も
、
張
其
凡
『
陳
瓘
年
譜
』

に
い
う
「
宣
和
四
年
」
説
も
、
ど
ち
ら
も
誤
り

と
し
、
宣
和
三
年
（
一
一
二
一
）
説
を
唱
え
る
。

そ
の
根
拠
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、恵
洪
の
「
了
翁
の
書
に
跋
す
」
に
、

宣
和
二
年
の
夏
、
陳
瓘
の
書
簡
を
得
た
後
、
ほ

ど
な
く
陳
氏
が
山
陽
（
江
蘇
省
楚
州
）
に
て
死

去
し
た
こ
と
、
命
日
は
四
月
九
日
で
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
李
綱
の
「
了
翁

に
与
ふ
る
書
」
に
よ
る
と
、
陳
氏
が
宣
和
二

年
五
月
の
時
点
で
ま
だ
南
康
軍
（
江
西
省
星
子
）
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で
は
、
周
紫
芝
の
「
姑
渓
三
昧
の
序
」
の
記
述

に
よ
り
、
没
年
を
徽
宗
の
政
和
七
年
（
一
一
一

七
）、
享
年
七
十
二
と
し
て
い
る
が
、
王
明
清

の
『
揮
麈
後
録
』
巻
六
で
は
、
李
氏
が
八
十
歳

で
卒
し
た
、と
記
し
て
い
る
。『
行
年
考
』
で
は
、

こ
れ
を
王
氏
の
誤
記
と
断
定
す
る
が
、
李
氏
本

人
の
詩
文
や
そ
の
他
の
著
述
を
参
看
す
れ
ば
、

李
氏
が
政
和
七
年
以
後
も
な
お
健
在
で
あ
っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
李
之
儀
の
「
祥
瑛
上
人
字
序
」

は
、
末
尾
に
「
戊
戌
三
月
六
日
姑
渓
老
農
書
」

と
署
さ
れ
て
お
り
、「
戊
戌
」
は
政
和
八
年
を

指
す
。
ま
た
、
李
氏
に
「
石
敏
若
挽
詞
」
と
い

う
作
品
が
あ
る
が
、『
嘉
靖
太
平
府
志
』
巻
六

に
、
石
敏
若
の
伝
が
あ
り
、
こ
の
伝
に
よ
っ
て

石
氏
の
死
が
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
以
後
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
挽
詞

を
書
い
た
李
之
儀
本
人
も
、
宣
和
の
初
年
に

は
、
当
然
な
お
健
在
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
李

氏
の
「
雑
挽
詩
四
首
」
其
の
一
に
「
年
光
八
十

の
春
」
と
い
う
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
明
清

の
『
揮
麈
後
録
』
に
い
う
八
十
歳
で
卒
し
た
、

と
い
う
記
述
は
、
十
分
信
頼
に
足
る
も
の
で

あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
よ
っ
て
筆
者
（
鄧
子
勉
）
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に
在
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
同
年

四
月
に
死
去
し
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
恵
洪
の

題
跋
に
い
う
「
宣
和
二
年
」
は
、「
宣
和
三
年
」

の
誤
写
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
第
二
に
、

『
皇
宋
通
鑑
長
編
紀
事
本
末
』
や
李
心
伝
の
『
旧

聞
証
誤
』
等
の
記
載
に
よ
り
、
陳
氏
が
楚
州
に

到
着
し
た
の
が
宣
和
二
年
の
年
末
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
第
三
に
、
朝
廷
は
陳
氏
を
監
査
す

る
た
め
曽
紆
を
楚
州
に
派
遣
し
た
が
、
王
明
清

の
『
揮
麈
後
録
』
や
『
宋
会
要
輯
稿
』
等
の
記

載
に
よ
り
、
曽
紆
が
楚
州
に
着
任
し
た
の
は
、

ど
ん
な
に
早
く
と
も
宣
和
二
年
の
年
末
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第
四
に
、
宣
和
三
年
四
月

の
没
と
す
る
と
、
享
年
が
六
十
五
と
な
り
、『
宋

史
』
本
伝
の
記
載
と
も
符
合
す
る
。

―
以
上

四
つ
の
根
拠
を
挙
げ
て
新
説
を
唱
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
格
的
に
考
証
を
加
え
た
も
の
に

は
、ほ
か
に
も
向
子
諲
の
例
が
あ
り（
六
二
頁
）、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
高
い
説
得
力
を
備
え
て
い

る
。

■
『
行
年
考
』
の
増
補

　

増
補
の
パ
タ
ー
ン
に
は
主
と
し
て
三
つ
が
あ

る
。
一
つ
は
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』、『
建
炎

以
来
繫
年
要
録
』、『
宋
会
要
輯
稿
』
や
、行
状
、

墓
誌
銘
、
碑
記
等
の
史
料
に
基
づ
き
、
直
接
生

卒
年
を
決
定
し
た
も
の
で
、『
索
引
』
の
遺
漏

を
補
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
関
連
の
資

料
に
考
証
を
加
え
、
総
合
的
に
生
卒
年
を
導
き

出
す
も
の
、
そ
し
て
三
つ
目
は
、
推
論
に
よ
っ

て
お
お
よ
そ
の
生
卒
年
を
限
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

第
一
の
パ
タ
ー
ン
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
第

二
、
第
三
の
パ
タ
ー
ン
も
、
お
お
む
ね
首
肯
で

き
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
書
評
の
常
と
し
て
、

こ
こ
で
あ
え
て
一
二
の
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
と

す
る
。　
　

　

ま
ず
は
、
第
二
パ
タ
ー
ン
の
な
か
か
ら
、

北
宋
後
期
の
詩
人
・
李
之
儀
の
例
を
採
り
上
げ

る
。『
行
年
考
』
は
、李
之
儀
の
生
卒
年
を
「
一

〇
四
八
―
一
一
一
七
」
と
す
る
（
九
三
頁
）。

生
年
に
つ
い
て
は
、
李
之
儀
の
「
耀
州
の
畢
九

に
寄
す
」
詩
に
、「
我
よ
り
長
ず
る
こ
と
一
歳

に
し
て
今
は
皆
な
翁
な
り
」
の
句
が
あ
り
、
こ

れ
に
基
づ
き
、「
耀
州
の
畢
九
」、
す
な
わ
ち
畢

仲
游
の
生
年
、
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）
に
一

を
加
算
し
、
慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
）
を
李
之

儀
の
生
年
と
し
た
。
こ
の
点
は
疑
問
の
余
地
が

な
い
。
問
題
は
没
年
の
方
で
あ
る
。『
行
年
考
』



は
、
李
之
儀
の
没
年
を
欽
宗
の
靖
康
二
年
、
す

な
わ
ち
高
宗
の
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
と
す

べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
周
紫
芝
の
「
姑
渓

三
昧
の
序
」
に
は
、
周
氏
が
政
和
四
年
（
一
一

一
四
）
七
月
、
姑
熟
（
安
徽
省
当
塗
）
に
て
初
め

て
李
之
儀
に
会
い
、「
後
三
年
に
し
て
公
亡
ぶ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
﹁
三
年
」
は
「
十

三
年
」
の
「
十
」
を
脱
字
し
た
、
伝
写
の
誤
り

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
こ
が
「
十

三
年
」
な
ら
ば
、「
年
光
八
十
の
春
」
と
も
、

王
明
清
の
記
述
と
も
、
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　

第
三
パ
タ
ー
ン
の
考
証
の
な
か
か
ら
も
、
一

つ
だ
け
誤
り
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
北
宋
後

期
の
詩
人
・
司
馬
槱
の
例
で
あ
る
（
四
七
頁
）。

『
行
年
考
』
で
は
、『
春
渚
紀
聞
』
巻
七
と
『
嬾

真
子
』
巻
一
の
記
事
を
根
拠
と
し
、併
せ
て
『
宋

史
』
等
を
参
照
し
つ
つ
、
司
馬
槱
の
生
卒
年
を

「
約
一
〇
五
八
―
一
○
九
五
」
と
推
定
し
て
い

る
。
李
裕
民
氏
は
、『
春
渚
紀
聞
』
の
、
司
馬

槱
が
銭
塘（
浙
江
省
杭
州
）の
幕
官
で
あ
っ
た
時
、

「
秦
少
游　

銭
塘
尉
と
為
り
、
…
…
年
を
逾
え

ず
し
て
才
仲（
司
馬
槱
の
字
）　

疾
を
得
て
卒
す
」

と
い
う
記
事
を
引
用
し
、「
秦
少
游
」、
す
な
わ

ち
秦
観
の
杭
州
在
任
期
を『
宋
史
』本
伝
と『
宋

会
要
輯
稿
』
か
ら
割
り
出
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
司
馬
槱
の
没
年
を
推
定
す
る
方
法
を
採
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
『
春
渚
紀
聞
』
を
閲

し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
銭
塘
尉
と
為
」っ
た
の
は
、

「
秦
少
游
」
で
は
な
く
、「
秦
少
章
」
と
記
さ
れ

て
い
た
。「
秦
少
章
」
と
は
、
秦
観
の
弟
秦
覿

の
こ
と
で
あ
る
。『
春
渚
紀
聞
』
と
同
じ
内
容

の
記
事
が
、
陶
宗
儀
の
『
輟
耕
録
』
巻
一
七
や

田
汝
成
の
『
西
湖
遊
覧
志
余
』
巻
一
六
に
も
収

め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
秦
少
章
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
異
同
は
な
い
。

　

ま
た
、『
行
年
考
』
で
は
、
秦
観
の
杭
州
赴

任
を
哲
宗
の
紹
聖
元
年
の
こ
と
と
し
た
う
え

で
、
杭
州
滞
在
の
時
間
が
長
く
は
な
か
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
紹
聖
元
年
の
人

事
異
動
は
、
新
法
政
権
に
よ
る
旧
法
党
人
に
対

す
る
大
規
模
な
粛
清
人
事
で
あ
り
、
旧
法
党
に

連
な
る
秦
観
も
杭
州
通
判
の
辞
令
が
下
っ
て
ほ

ど
な
く
、
監
処
州
（
浙
江
省
麗
水
）
酒
税
に
左

降
さ
れ
て
お
り
、滞
在
時
間
が
短
い
ど
こ
ろ
か
、

杭
州
通
判
に
着
任
し
た
形
跡
す
ら
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
ま
た
、
杭
州
通
判
を
「
銭
塘
尉
」

と
称
す
る
こ
と
も
、
当
時
の
常
識
と
し
て
は
考
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え
に
く
い
。
よ
っ
て
、
司
馬
槱
の
没
年
を
秦
観

の
杭
州
赴
任
に
か
ら
め
て
推
定
し
よ
う
と
し
た

こ
の
条
は
、
誤
り
の
上
に
誤
り
を
重
ね
た
考
証

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
徐
培
均
『
秦
少
游
年

譜
長
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
れ

ば
、
秦
観
は
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
二
月
、

弟
の
覿
が
「
仁
和
主
簿
」
に
赴
任
す
る
の
を
都

開
封
に
あ
っ
て
送
別
し
て
い
る
（
下
冊
四
六
四

頁
）。「
仁
和
」
と
「
銭
塘
」、「
主
簿
」
と
「
県

尉
」
と
い
う
よ
う
に
、
小
さ
か
ら
ぬ
異
同
は
存

在
す
る
が
、
仁
和
と
銭
塘
は
い
ず
れ
も
杭
州
の

属
県
で
あ
り
、
主
簿
と
県
尉
は
官
位
が
ほ
ぼ
同

等
で
あ
る
の
で
、『
春
渚
紀
聞
』の
件
の
記
事
も
、

元
祐
七
年
に
お
け
る
秦
覿
の
「
仁
和
主
簿
」
着

任
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
う
す

る
と
、
司
馬
槱
の
没
年
も
自
ず
と
数
年
早
ま
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

＊　

＊

　
『
行
年
考
』
は
、
千
七
百
余
も
の
宋
人
を
対

象
と
し
て
、
李
裕
民
氏
が
た
っ
た
一
人
で
そ
の

生
卒
年
を
考
証
さ
れ
た
書
で
あ
る
か
ら
、
幾
ら

か
の
誤
謬
や
粗
略
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
免
れ
が

た
い
。
し
か
し
、
た
と
え
誤
り
が
含
ま
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
九
牛
の
一
毛



あ
る
。

（
3
）
李
国
玲
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
補
編
』
三

冊
（
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
沈
治

宏
・
王
蓉
貴『
中
国
地
方
志
宋
代
人
物
資
料
索
引
』

四
冊
（
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
同

続
編
四
冊（
四
川
辞
書
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
）。

（
と
う
・
し
べ
ん　

江
蘇
教
育
学
院
／
う
ち
や
ま
・
せ

い
や　

早
稲
田
大
学
）

に
す
ぎ
ず
、
我
々
が
本
書
か
ら
受
け
る
甚
大
な

る
恩
恵
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
微
々

た
る
瑕
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
は
い
う
も
の

の
、
欲
深
い
評
者
（
内
山
）
は
、
李
裕
民
氏
を

始
め
考
証
に
長
じ
た
中
国
宋
代
の
学
者
に
対

し
、
さ
ら
な
る
期
待
と
切
な
る
願
い
を
心
秘
か

に
寄
せ
て
も
い
る
。

　
『
行
年
考
』
は
、冒
頭
に
も
記
し
た
と
お
り
、

前
世
紀
七
十
年
代
の
成
果
『
索
引
』
を
基
礎
と

し
て
い
る
。
そ
の
後
、大
陸
に
お
い
て
『
索
引
』

を
補
訂
す
る
宋
人
の
伝
記
資
料
索
引
が
三
種
出

版
さ
れ
て
い
る（

３
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
方
志

を
主
た
る
情
報
源
と
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
ほ

か
に
族
譜
や
家
譜
の
大
型
目
録
な
ら
び
に
索
引

も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、こ
れ
ら
『
索
引
』

後
の
成
果
を
も
っ
と
効
果
的
に
活
用
で
き
て
い

た
な
ら
ば
、『
行
年
考
』
の
対
象
範
囲
は
も
っ

と
拡
が
り
、
精
度
も
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。

　

文
学
の
方
面
で
は
、曽
棗
荘
氏
等
に
よ
る『
中

国
文
学
家
大
辞
典　

宋
代
巻
』（
中
華
書
局
、
二

〇
〇
四
年
）
が
出
版
さ
れ
、
二
千
五
百
名
に
お

よ
ぶ
宋
代
文
人
の
情
報
が
き
わ
め
て
利
用
し
や

す
い
形
で
す
で
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
傅
璇
琮
・
龔
延
明
氏
等
に
よ
っ
て
、
両
宋

四
万
名
余
に
上
る
科
挙
及
第
者
の
記
録
『
宋
登

科
記
考
』
二
大
冊
も
編
纂
刊
行
さ
れ
た
（
江
蘇

教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
そ
し
て
、
畏
友

鄧
子
勉
氏
の
『
宋
人
行
第
考
録
』
が
あ
り
、
こ

の
た
び
李
裕
民
氏
の
『
宋
人
生
卒
行
年
考
』
も

新
た
に
こ
の
列
に
加
わ
っ
た
。な
ら
ば
い
っ
そ
、

こ
れ
ら
新
し
い
成
果
す
べ
て
を
取
り
込
ん
だ
、

よ
り
包
括
的
で
よ
り
完
全
に
近
い
宋
人
の
人
名

辞
典
、
な
い
し
は
伝
記
資
料
索
引
の
決
定
版
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

こ
う
い
う
強
欲
な
願
い
が
す
ぐ
に
頭
を
も
た
げ

て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
身
の
程
知
ら
ず

の
望
蜀
の
嘆
だ
と
い
う
こ
と
も
、
重
々
承
知
し

て
い
る
つ
も
り
だ
け
れ
ど
…
…
。

【
注
】

（
1
）
初
版
は
一
九
七
四
～
七
六
年
の
刊
、
七
七
年

に
増
訂
版
が
出
さ
れ
た
。
出
版
社
は
い
ず
れ
も

台
北
・
鼎
文
書
局
。
一
九
八
八
年
に
北
京
・
中
華

書
局
よ
り
増
補
版
が
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）『
宋
金
元
詞
話
全
編
』
三
冊
（
鳳
凰
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）、『
宋
金
元
詞
籍
文
献
研
究
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
等
の
近
著
が
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■
中
国
語
話
者
の
た
め
の
日
本
語
教
育
研
究
会

　
第
20
回
研
究
会

▼
10
月
7
日
㈮
18
時
半
～
21
時
半
▼
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（Big Ship

）
第
6
会

議
室
（
鳥
取
県
米
子
市
末
広
町
二
九
四　

Ｊ
Ｒ
米
子

駅
か
ら
徒
歩
5
分
）
▼
申
込
不
要
・
無
料

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
】

中
国
語
話
者
の
「
も
」
の
習
得
に
関
す
る
検
証

調
査

―「
も
」の
文
型
に
注
目
し
て（
中
俣
尚
己
）

／
日
本
語
と
中
国
語
の
根
拠
性
（
エ
ビ
デ
ン
シ
ャ

リ
テ
ィ
）
に
つ
い
て

―
「
ら
し
い
」「
よ
う
だ
」

「
そ
う
だ
」
と
「
好
象
」
を
中
心
に
（
中
畠
孝
幸
）

／
中
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
が
取

る
動
詞
の
格
助
詞
（
岡
田
美
穂
）

▼
司
会
：
杉
村
泰
（
名
古
屋
大
学
）
▼
お
問
合

せ
：
第
21
回
研
究
会
担
当
委
員
・
杉
村
泰　

sugim
ura@

lang.nagoya-u.ac.jp

／
事
務
局
：

庵
功
雄 isaoiori@

courante.plala.or.jp 


